
第４回稲毛区地域福祉計画推進協議会議事要旨 

 

【１】開催 

日 時：平成２３年３月１２日（土）午前１０時～午後１２時 

場 所：稲毛保健福祉センター ３階 大会議室 

出席者：委員１３名（３２人中）、手話通訳者２名 

事務局８人（稲毛保健福祉センター長、高齢障害支援課４人、千葉市社会福祉協

議会稲毛区事務所３人） 

 

【２】次第 

 １ 開会 

 ２ 委員長挨拶 

 ３ 議題（１）第２期稲毛区地域福祉計画（最終案）について 

     （２）広報紙について 

     （３）その他 

        ・小中台地域福祉交流館の開館について 

 ４ 閉会 

 

【３】議事の要旨及び発言要旨 

議題（１）第 2 期稲毛区地域福祉計画（最終案）について 

 稲毛区高齢障害支援課 日暮係長より、前回示した計画の修正箇所について説明。 

説明後、質疑応答が行われた。主な発言内容は以下のとおり。 

（委 員）以前、要介護者の数を把握したくて調査を行ったことがあるが、個人情報にな

るので、教えられないと云われた経緯があるが、今回は身体障害者手帳の交付

や療育手帳の交付の数などが載っているので、地域での取り組みのときに非常

に説明しやすいが、これはこのように公開してよいものなのか？ 

（事務局）特定の方のお名前などが入ったものは公開できないが、統計資料ですので、問

題ありません。 

（委員長）話が変わってしまいますが、福祉計画の冊子の絵を星野委員さんが描いていた

だきました。この場を借りてお礼を申し上げたいと思います。 

（一 同）拍手 

（委員長）また、この計画を作るにあたり、今年度だけで９回の作業部会を行っています。

作業部会に参加していただいた委員さんにも感謝申し上げます。 

（一 同）拍手 

（委員長）ご質問等ありませんか。 

あまり長く時間を取っても仕方ないので、追加・修正が入った部分については



ご了承いただいたものとして、あとは誤字脱字がないようにしていただければ

と思います。もし、明日・明後日で気がついた部分があれば事務局までご連絡

していただければと思います。 

（事務局）私どものほうでも印刷をする前に、誤字脱字等はチェックしますが、もしお 

気づきの点があれば教えていただければ幸いです。 

（委員長）以上のような条件で、この計画の最終案について、ご賛同いただけますでしょ 

うか。 

（一 同）拍手 

 

 

議題（２）広報紙について 

 千葉市社会福祉協議会稲毛区事務所 高橋担当より、稲毛区地域福祉計画推進協議会だ

より第１０号の掲載記事について説明。 

 

説明後、質疑応答が行われた。主な発言内容は以下のとおり。 

 

（委員長）本来なら広報委員の方からも、一言いただきたいところですが、本日は欠席で 

すので、他の委員さんから何かご質問、ご意見、何か気付いた点があればと思 

います。 

説明にもありましたが、１面の第４回のこの会議の内容は空欄になっています 

が、この部分は会議後、記事を書いてから広報委員に確認いただくという流れ 

でよいですか？ 

（事務局）はい。 

（委員長）では、そのように進めさせていただくということでご了承いただいてよろしい 

でしょうか。 

はい、ではよろしくお願いします。 

 

 

議題（３）その他 

 

  千葉市社会福祉協議会稲毛区事務所 鈴木所長から４月に開設される小中台地域福祉 

交流館について説明。 

 

その他の部分で質疑応答が行われた。主な発言内容は以下のとおり。 

（委員長）２月２６日に説明会があり、私も参加しました。全部で４０名程度の出席があ

って、主に近隣の方が多かったように思います。駐車場の関係で使いづらい方



もいるでしょうが、積極的に活用を考えている方が多く集まっていたようです。 

     市の方の説明では、このような施設は初めてで、どんどん使っていただきたい 

ということをおっしゃっていました。 

（委員長）説明があったらすみません、利用に係わる料金は。 

（事務局）無料です。 

（委員長）基本的には地域福祉活動を行う団体が利用対象で、趣味や娯楽での活動は対象

外でいいですか。 

（事務局）はい。 

（委 員）私も見せていただいて、あそこを拠点に色々な活動が始まったら良いと考えて

います。あまり規則、規則でがんじがらめにしないで、市民が使いやすいよう

にしていただければと思います。小さな子どもを連れて食事とかできれば良い

という意見も出ていましたが、飲食は禁止とのこと。 

使うほうも節度を持って、また融通を利かせてもらって色々な人が使える施設

になって欲しい。活動している団体同士の交流も考えていってもらえたらと思

います。 

（事務局）市からの委託なので、ある程度は運用で対応できるかと思います。 

     ４月１日からのオープンで、嘱託職員と非常勤職員で対応させていただきます。

オープンのときはバタバタすることもあるかとは思いますが、地域のボランテ

ィア団体の交流の場としてお使いいただければと思います。 

（委員長）たしか説明会での話では、最初はこういうルールを決めたけれども、実際に運

用しながら、例えば倉庫のスペースが小さいけれども需要が多くなれば、別の

部屋を転用することも考えられなくはないとの話でしたので、そういった意味

でもどんどん意見を出していただければと思います。 

（委員長）それでは、その他の中から、他に事務局からありますか。 

 

 ※事務局より来年度の稲毛区地域福祉計画推進協議会の委員について、引き続き委員を 

引き受けていただけるよう依頼 

 

（委員長）予定していた議題は以上になります。 

 

 

 

次回の区推進協議会は来年度６月末から７月上旬に開催を予定。 

 

事務局が閉会を宣し、第４回稲毛区福祉計画推進協議会は散会。 

 


